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日本語のリズムからみた促音の本質 

The Rhythmic Substance of Geminate Consonants in Japanese 

 

本研究の目的は、日本語の促音を従来とは違った観点、すなわちリズムの観点から考察し、その本質

が音楽理論でいうところの「休止」（意図的に計られた無音区間）に相当することを主張することにある。

よって日本語は、リズム単位のひとつに休止をもつ、世界的に見てもユニークな言語ということになろ

う。要するに、日本語の促音（Ｑ）は、音韻的には１モーラ分の長さを帯びた休止の概念（ゼロ音素）

で、２モーラ分の長さを帯びた音節(CVQ)の第２要素としてのみ存在でき、音声的には後続子音からの逆

行同化により物理音に具現されるのである。（なお、休止が存在するためには必ず前後に何らかの音が必

要なので、(C)VQ という音節は単独では存在できないという点にも注意されたい。） 

日本語における基本リズム単位は、大きく分けると「長」と「短」の２種類に分類できる。モーラ数

で表わせば、前者は２モーラ、後者は１モーラである。あるいは音楽記号を用いて「短」を仮に八分音

符で表わせば、「長」は四分音符で表わし得る。しかし「長」の単位音は、生成される際に「短」が付

加的に２倍されてできるわけではない。単位的には初めから「長」として（つまり「短」と対立して）

存在しているので、「長」として具現された音節を音声分析機で計って２等分してみても、「短」と同等

とはならない。これは音楽における音符の音価具現においても同様である。（ビート単位と拍子） 

上述の２種のリズム単位を下位分類すると、「長」には(C)VR, (C)VN, (C)VQ の３種が、そして「短」

には(C)V の音連続（音節）が相当する。ここで誰でも抱く疑問は、２モーラを帯びる(C)VN と(C)VQ で

は、生成の際、前部の自立モーラと後続の付随モーラの長さがどのように計られるのかという点であろ

う。基本的には、全体が前部（(C)V)と後部(N, Q)に折半されると言えるのだが、ここで重要なことは、

それが「付加的(additive)」ではなく「拍節的(divisive)」なメカニズムでなされるということである。換

言すると、拍節的リズムでは前部（(C)V）に下拍が来て、後部(N, Q)に上拍が来るということであるが、

要は、この時間測量メカニズムでは前部と後部の長さが不均一になりやすいという点が重要なのである。

実際に、日本語話者被験者 10 人に拍節的リズム感を養ってもらった上で、音連続｜ター｜タタ｜タ ℷ｜

タタ｜ター｜（「ター」は長音、「タ」は短音、「ℷ」は休符、「|」は小節線を表わす）と発音してもらっ

たところ、「タタ」と「タ ℷ」において下拍部は上拍部よりも有意に短かかったのである。さらに、休止

に後続される「タ」はそうでない「タ」よりも少々長くなることも分かった。この結果は、例えば「ぱ

っと」の第１母音「ア」が第２母音「オ」よりも長くなるという先行促音研究の結果報告と一致する。 

促音の本質が休止であることを支持する音声現象は上述のもの以外にもある。例えば、イタリア語の

２重子音では、それが同一単語内に２度現れる場合、OCP により決して同じ子音が２回出現することは

ないが（例：ingannerebbero „will betray‟, videocassette „videocassette‟, bellezza „beauty‟, cosiddetto „as 

it were‟）、日本語の促音の場合そうではない。「赤血球」([sekkekkyuu])、「白血球」（[hakkekkyuu]）、

「一角鬼」（[ikkakki]）、「おっこっちゃった」のように、同一単語内に同じ子音が複数回現れうるのであ

る。この事実は、日本語における促音が melody tier の上で規定された単位ではない可能性が高いことを

意味している。結論として促音は、timing tier 上で規定された音韻と言えよう。 
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